
灘，鰍÷醗．総（灘）

北海道長万部町難一璽、号井，灘畢井の叢期観測研究報鋳

猿 蹴繋 蕪　羅 轟勲 松　井 ．鷺難鹸

嚢鷺織鶴耀囎雛簾馨糞矧鷲N露雛藤嚢繋w懸籔撫，撫臨識識麟融，薫熊欝麟漁鷲蜘騰論駄融量撫

Tξ繭癩、K繊撚，

　　　　　　　　／》y

詳繰k綴嫌驚畷雛毫蕪編撮＆蕪1鴛》s無1 蟻賦灘1

Aむ就照醜

　　　　　　　丁隻齋曲s輔v説量鱒w総黙羅畿鷺v破ぎ漁雛磐工驚．騰t熱s　f驚撚A騨韮欝灘t《）騒鍵《》蓋竃！懸三総縦P雛賞

（）H曙壌欝蜘麟／）灘・v磁轍丁難蹴驚聾薫，驚鴛w鞭b㈱（1欝撫幾編雛齢縫磁緬侮低欝鋤，

鶴驚（1鷲、欝絢辮脚t鵡iy，ξ瞬b麟職／工繍lt繭鰐lx漁．（繍i欝賦鰍灘塾t馨翻細

韓聯纏嚥蕪繭．熟繍細鱗撚晦鮎縦謝融麟灘搬懸蚤竃磁（48℃），柚油1照／鷺雛鷺馨磁麺

至嬢一解i幅輪wd／鍍麟翼博鉦油謙㈱雀競熱魚脳薦繍伽窒；赫職嫉慮嬢ま醸一曜1幅As齢

慕鰍鷺藝鱒繋w蕪療蕪ζ無磁漁懇翼灘無歌ily蜘難伽醜1羅三灘欝，撚輔礁セ）幡聯・響騰罵無騰嚢．

鷺礁t飯獣灘鷲／綿w鰹鷺灘即撮，丁絹照1漁蓬鎌翻）も嫡5む懸淑e購韓黙ξ晃撫y，鐸脇量鷺藝w細

縦（1卿麟賛騰N鑓磁・癖嶽％乳

撫駄藪s継｛騰轍鎌聯τ贈糞穏

漁灘．緩 欝灘．薫．○ 薫懸○，4、 ！鰹灘．憩 ！懸／．＄

D気紬農騨
雛ξw撚蹴撚3幽y

、嚢一業 げ難 鑓3 ∠鐙撃 紛§ 灘緩

R一篇 鷺○ 3鴛 裳繍 鐙8 驚捻

Dl繭＆騨
（）誉塑驚1糠醐

R一業 三瓢 鷺難ぺ鴻○ 欝（） 2鍵 28融

R一一露 灘 13齢酬駅）（｝ 3磁、 2s8

R…／、 ○．器 む．輪鯉○．盛呂 ○．慧黛 Q．裾 ○。鷺

G総／w蔽膿
夏気一烹き ζ＞．鑓 工．○濤一工．醸 （）．盤 （）．鱒

R一薫 照§難 驚（｝7 鴛懸 盤鐙 鴛ξ講

Cレ韓離・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　盆・一

慧　…　翻i　難灘i　掘i　魏欝
　　　　　　　　　○翻賞厩瞬識k《）m脚懸臨緩鰹義畏催撫韓鰹幡撫蕪w礁鷺r㈱11藻，麟！璽賞臨聯繊．A雛

慰晦鰍総（！麟，M蹴慰、！3鋤st（卿緑如慕ξ辻磁濾無鷹薦瞬雛轍至yほ椥麟繍翻cl羅繕韓負灘露

　　虹1滋鷲醜d撚鷹嬉d総韓v難A無轄縦灘鱒煎h，th融即s（撫（灘ξぱ離熱蒐醐臆撫c（）v戦s旛琴燐艮（撚費礁w裁撮s

　　欝蝋x）v磁襟雛　鷺購鷺欝1磁疑藁y．）　至f　縫慧難義鮮樵　w韓ご総　d熱s（）lv奪雛　量黛　雛烹鷺　w駄驚r　s農t羅鴛蓬疑護ぎき　鴛　黙薫i羅難t董》韓　《勲ぞ難鷺器至t

　　鱒購繭雛寛臨鮮＄t卿画曝．騰ww麟獣熱源1置憾撒繍灘遡勧鷺ξ齋織th樋鷹1脚》1縣縫齢

鰍撫罵鱒職磁t短欝誤）畷（瞼翌騨轄）叡慮蜘戯義雛鋸／蝋（撫鷺贈斡業）獣耀廉i雛撒顧総鴛熱（》盛

　　瀦鷲．（蜘熱緬瓢廊翌翼ぞ達f騰伽欝誌綴（麟、鋤晦ダ駅齋黛懸1驚i塾麟無繍鐸、〆w羅搬）鱒棄撫w縦一

　　鰍難曝癒灘幽憩灘欝縦嬢総Tl欝鱒ξ潔騨騨謡蜘厩蜘夢警鍼by蕪濤醗馨離／聯職k敷

照雛○

　球北海燃賞辮

総燃料総
繕撫欝事賑談麟

器一（i鋤



翼趨質調査穆で鶏　報　 （鐸蓼1S巻　 欝葱2懲）

　　　　　　　　　　　要　　欝

　天然ガスを開発するために黛貯琴戸を掘つて成功した揚

合，坑井完成後の湧ll妻がどのよ嶺　　ζ化するかはもつ

と葉）関心のもたれる重要な問題、点で禽）る、，北海道長万部

町営R一一i一弩粥ニラ嚢・一2一号男二にぐ）いて，長万音韓町≧ 1騰の

脇力のもとにガス掌勇出奪款の残避イヒとともに付蓑旗17執の水薦・

ガ撒質の臨化を一定期開測建1してきた結果，長万部ガス

田においてはガ、層ぐガス水比の高レ・）と水／藍が比較的

近接／、、・た位置にあつて，ガスはガス層かぐ）移動して水層

の地』1ご7敷紅嫡容けノt二ものと深縁え桑）鳶も，！§59欝惹1，月までは了袈

穣1グ）叡に1容けていた．ガスをおもに1及騨1二二げていたが，その

二後はガ得1力潮ら偵雛鍾媛糸禽、さオLたガスを1及涯費ず’ていると5蕎誼

えられる．このことか鉾，ガ　　遺ガス層から水鱒寒で

の道が通夢やすいかどごノかによつて湧暴頃が大きく支配

される．憲た水翼の1塁誓的変化は機械的な操作で一定の

揚水量を保つようにしているため不明であるが，く）レと

相関関｛系に婚ると考え、られ樽から，ζ）／㎝の減少脅と同程

麓以、煮実霞的な水量は減イ♪しているものと考えられるこ

となどを推定し，既成坑井の管葦i襲はもとよ1），奇≦．・グ）長

万部ガコス潤開発のための資料とすることができた。

肇．緒　　嚢

3カ、拷おきに，長万部ガス1葺試掘井グ）らち，おもにR一一

！事ヅ井，載一2考井について坑ヂ緋等理方法の製礫資料忽

／．獲ため長期観測を実施して愚た』こに至％！年3肩

末象でに得られた測定条罫鐸　およびそれ以前（i鮪（3年4

湘かζ，燈繍年！月まで）・，こ測定した結果について報告

する。また岡期開申に帝薗影一油株式会社で試掘した坑井

について測定したガス，イ・焔趨水についても併せて報告す

る。

　この報告にあたり，前町長川村留治，前課長米林仁

行，金谷イ、ざ夫および竹内信一論，現町長太田；岩太郎，産叢

建設謙長杉鶏勲典の舞都驚，またガス井の臆接1馨理者ξ1三1辺

繁松氏および嶺1脳者葦、，氏の御厚意，御援助に厚く御礼繕1

毛ノ．擦デる．なお本報告の発表を心よく許可下された長1万

部町，とくに太田岩太郎覇齢長ぴ）御好意に対し濃董甚の謝意

を華／嚇．

驚．　叢：期1幾漠聾井の経過鵜1略呈）擁》

筆灘藩汰長鑓群、望1峯鵜遜卸覇グ）依i顧により，生至嬉9彗雛薄から
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　町薮／、、3は，、、、松内屡中に胚胎摩凸るガス鉱床の採鉱開発を

融約としノて薫万部駅紅弩約2（）飯徽の期、転にR一講号井・

それよりさ・／こ北方墾ぐ）撮の超三、点にR一一2号井をそれぞ

れ！鰯年，蓬鰯年に閑鄭撫・，6ぞ伽壕で試掘し瓦

その結果繭井とも良好癒ガ猟麟に逢藤し，ガハ付随水と

してそれぞれ49歯濁。C，麟～蕊℃の温激の湧出をみ浮

さ・に聡一2号井には謬ll油が（）、05卵（）・ま翠／雛窺y絹二な〆）て
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北海澱1長天ダ書獣驚R～一工一轡井，　2一響井の，1欝期観測研究報馨肇（狛　騨匙・三業梨　暴融松揖＃　寛）
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が，この間自噴量は逐次減少L。て蓉たので同月イン「ジエ

クシ鑓ンパイプ72臓を降ろしガスリフトに切i）替えた、

当時のガスジフト、装遷1の舞各図は第2図をこ示す，1翌欝器雛導
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1三iに道南地方を襲つた地震によつてガスの湧出量がほと

ん
，

ど．出蜜つた、、当時の測定結果は第黛表に示す．そこで

エァージフトに切替えて付随水を汲．i二げていたが，送水

管内部に軽石状のll欝形物が付着Uて送水に函難をきたし、

ていた。たまたま翌羅．鐸の定期測定瞬ζ筆者らがガス量

を測定した蕊ころ，約憩飯が羅響のガスが湧出してい

ることがわかつたのでふノご1たひ書ガ、スリフトに切替肉．るよ
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いる、

　貧一一鷺号井鶴ついては完二1二後自噴量が少ないことと，
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暮．　その惣の坑井の経遍概購

　ま藁フ宕劉蓑之一曽3考づ／二は1嚢56爽菰§、選か荘、）妻藷フy剖粥ゴの箏ずン暴夢

に，よつ躯ぐ欝輩玉墜1に．示す位、董欝に．，彰榮1斐帆玲驚唱豪で考矯さくさ

療．た坑井である、，深度鍵○撚で行な補）たリツト試験では

ガ．ス量2齢一蹴擁が／雛縫y，水量・撚）一鋤撚駈麺，水源

薩3むcであ鷲）て，　カ“ス肇鑛導罐くに・ごレ縫♀i縮莫が浮人ノだ砦　嗣悉魂
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北海道長万部町K一薫号井，譲帰井の摂期観測研究報欝（狛　武・三梨　聯・松齢　寛）
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　　　　　　　　　霧．　結　　論

　蜀5§年4月から鋤倣年3月まで黛力年間にわたる観

測結果について述べたが，たまた塞i鮪○年3趨に起こ

つた地震のため，それ塞で鷺一ほ号井ヴ）ガス層や水層に

ついていだいていた作業仮説を変更し，ガス層と水麟と

は劉の麟準にあ！），ガス層（ガス水比の高い）から水層

に逐次供給されるガスを水層の水とともに汲上げていた

ものと解した．

　したがつてガス量はガス層から水層までの道が通！タや

すいかどうかによつて大きく支配される．水量は£ヒと

相関関イ系で減少すると考えられる。

　　　　　　　　　　（昭編繍澱月，36葺㌶瑞調査）
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